
大分産業人クラブ

太田清利氏（ざびえる本舗社長）

会
員
の
成
長
・
発
展
を
目
指
す

会長インタビュー

　
―
大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ
が
発

足
し
て
、
２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　
「
２
０
１
２
年
３
月
に
設
立

総
会
を
開
い
て
か
ら
無
事
、
１

年
間
ク
ラ
ブ
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
設
立
準

備
か
ら
手
探
り
で
、
会
員
間
や

大
学
院
生
と
の
交
流
事
業
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

会
員
の
力
強
い
協
力
の
お
か
げ

で
各
事
業
を
円
滑
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
、

感
謝
し
て
い
ま
す
」

　
―
設
立
の
背
景
に
つ
い
て
う

か
が
い
ま
す
。

　
「
設
立
の
き
っ
か
け
は
九
州

で
産
業
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
取
り

組
む
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ

ブ
会
員
か
ら
の
呼
び
か
け
で
し

た
。
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ

ブ
が
活
動
の
輪
を
九
州
全
体
に

広
げ
る
目
的
で

年
に
組
織
し

た
北
九
州
支
部
に
続
き
、
大
分

産
業
人
ク
ラ
ブ
も
当
初
は
支
部

形
式
で
の
組
織
化
を
検
討
し
ま

し
た
。
全
国
組
織
の
異
業
種
交

流
に
関
心
が
あ
る
会
員
を
県
内

で
募
る
中
、
現
会
員
の
意
向
に

沿
っ
て
地
域
の
独
自
性
を
発
揮

で
き
る
自
立
組
織
と
し
て
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
た
だ
大
分
に
も

既
存
の
異
業
種
交
流
会
が
あ
る

中
で
の
後
発
組
織
だ
け
に
、
ク

ラ
ブ
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
る
か
に
苦
労
し
ま
し

た
」

　
―
大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
特

徴
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
「
会
員
は
大
分
県
内
の
自
動

車
や
半
導
体
、
建
設
、
食
品
関

連
企
業

社
と
大
分
大
学
で
構

成
し
、
大
分
県
産
業
創
造
機

構
、
大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ

ン
タ
ー
、
大
分
県
立
工
科
短
期

大
学
校
と
い
っ
た
各
機
関
か
ら

支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。
業
種

は
違
っ
て
も
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
を
目
指
す
方
向
性
を
一
つ

に
す
る
会
員
の
思
い
は
熱
く

、

代
を
中
心
と
し
た
若
手

経
営
者
、
役
員
ら
が
け
ん
引
役

に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
小
さ
い
組
織
で
す
が
、
会

員
間
の
結
束
力
は
強
く
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
す
る
県
内
外
企
業

な
ど
と
の
交
流
を
通
じ
て
会
員

相
互
の
成
長
、
発
展
を
目
指
し

て
い
ま
す
」

　
―
活
動
状
況
は
い
か
が
で
す

か
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
と
な

る
講
演
会
や
先
進
地
域
の
視

察
、
工
場
見
学
会
を
開
く
一
方

で
、
特
色
あ
る
活
動
を
目
指
し

て
大
分
大
工
学
部
と
の
交
流
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
分
大

と
共
催
で

テ
ク
ノ
カ
フ
ェ
大

分

を
開
き
、
工
学
研
究
科
の

大
学
院
生
に
よ
る
講
演
や
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
大
学

院
生
が
地
場
企
業
と
交
流
を
深

め
る
目
玉
企
画
と
し
て
日
ご
ろ

の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
も
ら

い
、
会
員
が
ビ
ジ
ネ
ス
目
線
で

大
学
院
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
力
な
ど
を
審
査
、
表
彰
し

て
い
ま
す
。
昨
年
に
続
き
、
今

年
は
６
月
に
開
き
ま
し
た
。
参

加
す
る
大
学
院
生
、
会
員
相
互

の
交
流
は
活
発
で
、
日
本
の
将

来
を
担
う
若
者
の
姿
を
頼
も
し

く
感
じ
る
と
と
も
に
、
毎
年
恒

例
の
事
業
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　
―
今
後
、
大
分
産
業
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
へ
の
期
待
が
高
ま
り

ま
す
ね
。

　
「
ク
ラ
ブ
活
動
は
会
員
相
互

が
自
社
の
殻
に
閉
じ
こ
も
る
こ

と
な
く
異
文
化
に
触
れ
、
意
見

交
換
を
通
じ
て
刺
激
を
得
る
場

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
九
州
・
山
口
、
さ
ら
に
全
国

の
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
胸
を
大
い

に
借
り
て
、
ぜ
ひ
交
流
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

概　要

◇２０１２年（平 ）３月 日設立　会員数１４人
◇事務局所在地　 　大分市長浜町１の の３今田ビル
　　　　　　　　　（日刊工業新聞社大分支局内）
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特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

活発な会員交流
２
０
１
２
年
に
産
声

「
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
に
出
展
計
画

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
取
引
拡
大
に
意
欲

北
九
州
市
視
察
交
流
会
で
地
域
節

電
所
を
視
察
す
る
参
加
者
ら

研
究
テ
ー
マ
を
発
表
す

る
大
分
大
学
大
学
院
生

の
安
武
拓
哉
さ
ん

右

端

　
大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ

太
田
清

利
会
長

ざ
び
え
る
本
舗
社
長

は
２
０
１
２
年
３
月

日
に
産
声

を
上
げ
、
支
部
を
含
め
た
全
国
産

業
人
ク
ラ
ブ
の

拠
点
目
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。
活
動
は
２
年
目

に
入
り
、
交
流
の
輪
は
県
内
外
に

広
が
っ
て
い
る
。
主
な
活
動
は
県

外
の
企
業
経
営
者
を
招
い
た
講
演

会
や
大
分
大
学
大
学
院
生
と
の
交

流
会
な
ど
。

年
度
は
ク
ラ
ブ
と

し
て
初
め
て
展
示
会
に
出
展
。
会

員
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
と
ク
ラ
ブ
活

動
の
Ｐ
Ｒ
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。■

　結
束
力
と
機
動
性

　
会
員
は
地
場
企
業

社
と
大
分

大
で
構
成
し
、
県
内
支
援
機
関
か

ら
支
援
を
得
て
い
る
。

年
度
は

新
た
に
大
分
県
信
用
組
合

大
分

市

が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。

自
由
に
意
見
交
換
で
き
る
風
通
し

の
良
さ
と
会
員
間
の
結
束
力
、
小

組
織
の
機
動
性
を
フ
ル
に
生
か
し

た
活
動
が
大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
分
県
は
自
動
車
や
半
導
体
、

精
密
機
器
な
ど
の
関
連
産
業
が
立

地
し
、
多
様
で
厚
み
の
あ
る
産
業

構
造
を
持
つ
地
域
。
こ
こ
で
鍛
え

ら
れ
た
地
場
中
堅
・
中
小
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
は
キ
ラ
リ
と
光
る
技
術
力

や
製
品
を
持
っ
て
い
る
。

　
中
で
も
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
と
取

引
拡
大
に
燃
え
る
企
業
が
ク
ラ
ブ

に
参
加
し
て
い
る
の
は
大
き
な
特

徴
。
会
員
の
若
手
経
営
者
や
幹

部
、
技
術
者
ら
が
活
動
の
け
ん
引

役
と
な
り
、
ベ
テ
ラ
ン
経
営
者
、

大
分
大
、
支
援
機
関
が
脇
を
固
め

る
の
も
強
み
だ
。

■
　大
分
大
と
共
催

　
こ
う
し
た
中
で

年
度
は
、
６

月
８
日
に
大
分
大
と
共
催
で
「
テ

ク
ノ
カ
フ
ェ
大
分
」
を
開
催
。
若

手
研
究
者
や
工
学
研
究
科
の
大
学

院
生
と
交
流
を
深
め
る
の
が
目
的

で
、
約

人
が
参
加
し
た
。

　
会
員
か
ら
は
佐
竹
享
ス
プ
リ
ン

グ
の
佐
竹

大
分
県
日
田
市

社

長
、
荒
川
哲
生
八
光
産
業

同
中

津
市

取
締
役
が
講
演
し
た
ほ

か
、
研
究
成
果
を
大
学
院
生
が
ポ

ス
タ
ー
形
式
で
発
表
し
た
。

　
大
学
院
生
の
発
表
は
会
員
が
ビ

ジ
ネ
ス
目
線
で
発
表
を
審
査
、
表

彰
す
る
工
夫
を
取
り
入
れ
、

件

の
発
表
か
ら
７
件
を
表
彰
。
受
賞

し
た
大
学
院
生
は
「
表
彰
を
弾
み

に
研
究
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
た

い

。大
分
大
は

学
生
の
励
み
に

な
っ
た
と
好
評
で
、会
員
も
「
先

端
研
究
を
知
る
機
会
と
な
っ
た

な
ど
と
会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。

　
９
月

日
は
九
州
・
山
口
産
業

人
ク
ラ
ブ
と
共
同
で

「
北
九
州
市
視
察
交
流

会
」
を
開
催
。
安
川
電

機
モ
ー
ト
マ
ン
セ
ン
タ

北
九
州
市
八
幡
西

区

と
北
九
州
市
が
八

幡
東
区
東
田
地
域
で
行

う
「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
創
造
事
業
」
を

視
察
し
た
。

　
同
市
は
新
日
鉄
住
金
八
幡
製
鉄

所
構
内
の
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給

シ
ス
テ
ム
な
ど
か

ら
供
給
さ
れ
る
電
力
を
地
域
節
電

所
で
最
適
化
。
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
社
会
シ
ス
テ
ム
の
実
証
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
　

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
「
低
炭
素
社
会
実
現
に

向
け
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
姿

が
見
え
た
」
と
参
加
者
ら
は
興
味

津
々
の
様
子
だ
っ
た
。

　

月

日
は
大
分
市
内
で
「
講

演
と
意
見
交
換
会
」
を
開
催
。
シ

ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん

北
九
州
市
若

松
区

の
高
橋
道
夫
専
務
が
「
無

添
加
を
科
学
す
る

シ
ャ
ボ
ン
玉

石
け
ん
の
経
営
戦
略

」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

　
シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん
の
創
業
か

ら
無
添
加
せ
っ
け
ん
の
開
発
。
感

染
症
対
策
向
け
に
医
療
現
場
で
使

わ
れ
る
商
品
の
幅
広
い
活
用
事
例

を
紹
介
し
た
。
会
員
か
ら
は
「
地

場
中
小
企
業
が
自
社
の
得
意
と
す

る
技
術
を
生
か
し
て
商
品
群
を
開

発
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
」
と

の
感
想
が
。
講
演
後
の
意
見
交
換

会
で
は
高
橋
専
務
を
囲
ん
で
、
研

究
開
発
体
制
な
ど
を
熱
心
に
聞
き

入
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

■
　メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
視
察

　
続
く

年
度
は
４
月

日
に
大

分
市
内
で
「
平
成

年
度
定
時
総

会
＆
講
演
会
」
を
開
催
。
総
会
で

は

年
度
も
会
員
の
役
に
立
つ
活

動
の
推
進
を
目
標
に
掲
げ
た
。

　
総
会
後
の
講
演
会
で
は
九
州
・

山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
隈
扶

三
郎
西
部
技
研

福
岡
県
古
賀

市

社
長
を
招
き
「
当
社
の
海
外

事
業
の
推
進
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題

す
る
講
演
を
聞
い
た
。

　
６
月

日
は
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

視
察
＆
テ
ク
ノ
カ
フ
ェ
大
分
２
０

１
３
」
を
企
画
。
会
員
の
デ
ン
ケ

ン

大
分
県
由
布
市

が
本
社
内

に
完
成
し
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大

規
模
太
陽
光
発
電
所

を
視
察

し
、
同
日
大
分
大
で

年
度
に
続

き
テ
ク
ノ
カ
フ
ェ
大
分
２
０
１
３

を
開
催
し
た
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
視
察
は
会
員
の

要
望
に
応
え
て
実
現
し
た
も
の

で
、
デ
ン
ケ
ン
が
自
社
製
太
陽
電

池
検
査
装
置
を
使
っ
て
建
設
コ
ス

ト
を
抑
え
た
事
業
を
視
察
し
た
。

ま
た
テ
ク
ノ
カ
フ
ェ
大
分
２
０
１

３
は
大
学
院
生
３
人
が
研
究
内
容

を
講
演
し
た
ほ
か
、研
究
室
見
学
、

研
究
成
果

件
を
ポ
ス
タ
ー
発
表

し
た
。
こ
の
う
ち
ポ
ス
タ
ー
発
表

で
は
７
人
を
表
彰
。
こ
の
企
画
は

ク
ラ
ブ
の
目
玉
と
し
て
定
着
さ

せ
、さ
ら
に
工
夫
を
重
ね
て
い
く
。

新
た
な
産
学
連
携
や
学
生
が
地
場

企
業
を
知
り
、
就
職
を
促
す
呼
び

水
と
な
る
と
と
ら
え
て
い
る
。

　
一
方
会
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
と

ク
ラ
ブ
紹
介
に
向
け
た
活
動
は
、

今
年
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡

福
岡

市
博
多
区

で
開
か
れ
た
日
刊
工

業
新
聞
社
主
催
の
「
第

回
西
日

本
食
品
産
業
創
造
展
」
に
出
展
し

た
。
５
月

―

日
の
会
期
中
、

ク
ラ
ブ
活
動
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

ざ
び
え
る
本
舗

大
分
市

の
和

洋
折
衷
焼
き
菓
子
「
南
蛮
菓
ざ
び

え
る
」
や
大
倉
菓
機

大
分
県
別

府
市

の
ピ
ス
ト
ン
式
充
填
機
な

ど
を
展
示
、
紹
介
し
た
。

　
同
充
填
機
は
ジ
ャ
ム
な
ど
を
瓶

詰
め
す
る
装
置
で
定
量
充
填
作
業

を
簡
易
操
作
で
省
力
化
で
き
る
機

能
が
、
来
場
者
の
目
を
引
い
た
。

大
倉
崇
史
大
倉
菓
機
専
務
は
「
新

規
顧
客
開
拓
に
弾
み
が
つ
い
た
」

と
し
て
い
る
。

　

月

―

日
に
マ
リ
ン
メ
ッ

セ
福
岡
で
開
か
れ
る
日
刊
工
業
新

聞
社
主
催
の
「
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ

ア
２
０
１
３
」
に
も
出
展
を
計
画

す
る
。
引
き
続
き
会
員
の
優
れ
た

技
術
、
製
品
を
広
く
紹
介
し
て
い

く
。■

　ビ
ジ
ネ
ス
拡
大

　
ま
た
会
員
間
の
交
流
も
深
ま
っ

て
い
る
。
大
倉
菓
機
は
せ
ん
べ
い

焼
成
機
の
コ
ス
ト
競
争
力
強
化
に

取
り
組
む
中
、
タ
カ
キ
製
作
所

大
分
市

か
ら
部
品
調
達
を
始

め
た
。
県
内
企
業
か
ら
調
達
す
る

こ
と
で
「
コ
ス
ト
削
減
と
リ
ー
ド

タ
イ
ム
の
短
縮
が
で
き
た
」

大

倉
専
務

と
い
い
、
交
流
活
動
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に
つ
な
が
る
好

例
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
こ
う
し

た
事
例
を
積
み
重
ね
、
今
後
も
会

員
に
役
に
立
つ
有
益
な
情
報
提
供

や
事
業
を
行
い
活
気
あ
ふ
れ
る
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ８月３０日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


